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スライド22

スライド24

スライド25

スライド23

ここだと患者さんと往診医の間で輸血しましょ
うって話になった時に、ケアコーディネーター

（輸血の事務局）に連絡をして、そうすると輸血
の事務局から看護師さんがいるサービスプロバイ
ダーに依頼が来て、この事務局は同意書を取るの
をのを手伝ってくれます。輸血看護師さんは患者
さんのとこに行ってクロスマッチの採血して地域
の病院に持って行ってくれて、地域の病院が血液
センターに血液製剤を発注してクロスマッチして
オッケーだったら、ここから製剤を持って患者さ
んのところに行って輸血し、見守りの人、家族と
かが診ているという状況になっています。往診医
としては、結局、輸血しましょうっていうことを
した以外のところってあまり仕事がなくなって何
かあった時も、この地域の輸血の病院で見てくれ
るから、往診医としてはすごい楽なので、これが
できるのはなかなか大変かもしれないんですけ
ど、血液製剤の検査が地域の病院で、もし出来た
りすると、こういった形に近づいてくるのかなと
ちょっと期待しています。

どんなことをやってるかってということですけ
ど。

いくつかご紹介したいと思います。

血液在宅ネットにくる依頼で多いのが、どこど
こにお住まいの患者さんですけど、近くに輸血の
対応をしてくれるクリニックありますか？ってい
う話がすごくきます。これが日本中どこからも来
るんですけど、これにすぐに答えられるようにし
たいなということで、血液在宅リソースマップっ
ていうのを作ろうとしてます。それで血液在宅ネット話なんですけど、我々も

色々、在宅輸血をやってきて、ただ自分たちで

やってるだけじゃなくて、それができるだけ日本
中どこに居る人でも、おうちに帰れるようにとい
う体制づくりということで、血液在宅ネットって
いうグループを立ち上げています。木崎先生とか
神田先生など埼玉県の先生方にも協力いただいて
ます。ハレノテラスすこやかクリニックの渡辺先
生の近くですね。ご協力いただいてます。基幹病
院の退院の支援とか、在宅医側の輸血の相談を受
けたりとか、あと患者さんからの相談を受けたり
もしています。
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スライド26

スライド28

スライド29

スライド27

輸血に対応してくれるクリニックを地図上で、
すぐに見つけられるようにするってことなんです
けども、2021 年から厚労省のあの小児がん患者
に対する在宅医療の自治体のあり方に関する研究
というの一部として実施している途中です。

日本赤十字社から令和 2 年度の製剤の供給実
績データをいただいて、特に重症以下有床診療所
を含む 20 床以下の医療機関に関するデータをい
ただいています。それで数だけで見るとですね。
赤血球は日本全国で 3194 施設、血小板 305 施
設が20床以下で輸血を実施してるんですけども、
ただ。これが全部外来で輸血してるのか、在宅で
輸血してるのか正直わからないんですね。○○透
析クリニックだったりすると、多分透析なんだろ
うなとか、○○外科だったりする？手術で使うの
かなとかいう想像の中で在宅での輸血とか外来で
の輸血をしてくれそうなところをホームページと
か見ながら手作業で選定して、1500 件くらいに
絞って、ここをアンケート調査したりとか、マッ
プ上に表示したりとかしています。

先ほどの藤田先生のデータのありましたよね。
本当に東京都内だと在宅輸血は急激に増えてい
て、赤血球だとかなり、対応してくれるクリニッ
クを見つけられるぐらいの数になってきているよ
うです。

そうすると適正に実施するってところをやって
いきたいところですが、ただ在宅での輸血実施し
ている医療機関の六割以上は、年間に５例以下し
か在宅輸血してないので、この５例のために輸血
専用冷蔵庫を買うかって言われると、なかなか
ハードルが高くてですね。その辺でこの ATR の
貸し出しプロジェクトをやってました。

これは参考ですけども、こんな感じで、東京都
ですけど、赤でつけたところが赤血球輸血してい

るところで、黄色の所が血小板みたいな形で分か
るように表示することを考えています。やっぱり
血小板はすごく少ないですね。

ただ、これがどこでも在宅輸血を常に対応して
くれるってわけではないと思います。かなり多く
あるので、一軒一軒調べてなくちゃいけないって
いう状況です。
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スライド33
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今もやってまして、メリットとしては、院内で
保管にも使えるし、また、院内から患者さんの家
に製剤を持って行くところも温度管理ができるの
で、これ一台で品質管理ができるところがメリッ
トですね。

こんな形で輸血を担当してくれるところがな
かったら、そこの周囲で探して直談判して行くみ
たいな活動をやっていけたらというのもあって、
そのためには研修会をその場所で設定して、そこ
に地域の熱心に在宅されている先生を呼ぶってい
うような形が良いのかなと思ってます。先ほど出
てきた在宅輸血連携研修会、こういうものを、在
宅の医療機関があったらいいなって、例えば東京
だと八王子とかですね。埼玉でも草加とか、良く
聞かれるけど、なかなかご紹介できないところと
かあって、そんな所で、こういう研修会をして、
少し裾野を広げられたらいいのかなというふうに
思っています。

また、コロナ禍で集まってやるのが難しかった
りするから、オンデマンドで動画の配信みたいな
ことで、情報提供できないかなと、いろいろビデ
オ作ったりとかしていますが、まだ作り切れなく

我々がよかったなと思った事例があったのでご
紹介します。沖縄県の症例ですけど、11 歳の男
の子で再生不良性貧血の子でした。R 大学病院か
らご依頼があって、この子の住んでる地域で、小
児の在宅輸血してくれるところはないかって言わ
れたんですけど、残念ながらなくてですね。で、
その周辺で小児の在宅医療を比較的熱心にやって
らっしゃる Kukuru さんというクリニックさんが
あったんです。

Kukuru さんに直談判をして、ATR も貸し出し
ますし、輸血用のポンプも貸し出しますし、あと
輸血の手順などの情報提供もするので、何とか対
応してくれませんか？と、交渉しました。そうし
たら院長先生がオッケーを出してくださったんで
すね。その頃、沖縄県赤十字血液センターの方も
なんか勉強会開いてくださったりとか、東京で小
児の在宅輸血をすごくやってる、あおぞら診療所

さんもサポートしてくださって、この子はおうち
に帰ることができました。輸出依存の状態から出
して、逆に在宅しなくてよくなったようで、すご
く良かったなと思っています。
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て公開してないんですけど、順次作っているとこ
ろです。

スライド34

スライド35

今後の課題としてガイドラインのところは、在
宅輸血ガイドに加え、2 月に在宅血小板ガイドも
出たりしたこともあって、だんだん揃ってきたな
という印象があります。それが血小板だったり、
赤血球にしても本当に家でやってるのかって所も
わからない。しかも副反応があったのかってこと
も分からくなってしまっているので、トレーサビ
リティの確保っていうのは大事かなと思います。
あと、病診連携ですね。先ほどの検査のところと
か、緊急時の対応とかの病診連携のところ、今後
何かこう仕組みがキチンと作られていくべきだと
思いますし、あとは診診連携のところも実は大事
で、地域にコミュニティヘマトロジスト血液内科
の先生がいたりして、その周りの血液専門医の先
生たちも巻き込んで、在宅で輸血対応してくるよ
うな、そういう地域側での受け皿を自分たちで
作っていくような動きも必要なんじゃないかなと
思います。あとは診療報酬のところですね。やっ
ぱりそこも必要だと思いますし、診療報酬の裏返
しとして、在宅輸血の認可制みたいな。I ＆ A と
か、在宅輸血版 I&A みたいな、そんな話も出て
くるのかなというふうに想像します。物凄く少な
い輸血件数で沢山のクリニックがそれぞれやると
いうのは正直、あまり効率的でもないし、安全管
理上も良くないと思うんですね。例えば、主治医
の先生は他にいるけど、輸血だけ対応しているよ
うな在宅の患者さんがいて、我々の診療報酬的な
メリットはないんですけど、そういう形が本当は
良いのかなと思っています。我々のところでは常
に10人ぐらいの患者がいるので、急に転院になっ

在宅輸血については、是か非かっていうところ
から、もう、どういう形で運用していくかってい
うところにシフトしたのかなと思います。ただ、
そうは言ってもいろいろ問題も多く、例えば異形
輸血してしまったとか、大きなトラブルがきっか
けで急に流れが変わってしまう可能性もまだまだ
あると思っています。在宅輸血の意義とか、どん
な点が良かったかを明確に示して行くような経験
とか、データの蓄積とかを発表して行く必要があ
るんじゃないかなというふうに思っています。以
上で終わらせていただきます。ありがとうござい
ました。

て輸血が使えなくなった場合でも、他の患者に使
うことができるので、ロスすることはあまり無い
んですけども、これが年間で１、２件しかやらな
いようなクリニックが多くなるとかえってロスが
多くなってしまうんじゃないかと思います。その
地域で輸血の担い手がある程度しっかり確定して
行く方がいいんじゃないかなと、個人的には思い
ました。


